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留学報告書 大韓民国 

漢陽大学  

 

 

 

[1] 参加した語学コースの時間数／科目名（受講科目・複数可） 

・授業時間数： 

・科 目 名： 

 

        

 

[2] 授業内容について教えてください。 

（クラス人数、国籍割合、担当の先生、授業方法、使用教材等） 

クラス人数：８人 国籍割合：日本人のみ 先生：韓国人女性 

授業方法： 使用教材：配布教材 

 

 

[3] 課外活動・研修旅行・余暇の過ごし方について教えてください。 

課外活動では基本的にメンター（在校生）の方々が案内してもらいました。 

課外活動は午前の授業後に行われます。遊園地やバスツアー、料理体験、判子教室などで体験をし、楽しみまし

た。 

それ以外では、ルームメイトや友達とショッピングやご飯、観光しに行きました。 

 

  

学部学科：  工学部 生命化学科 留学時学年： ４年 

期   間： 

２０２４年８月４日 ～ ２０２４年８月２４日 

短期 計３週間 

時 間 月 火 水 木 金 土 日 

例）9 時～13 時 〇 〇 〇 〇 〇 〇 Free 

9-12 時 50 分 〇 〇 〇 〇 〇 F F 
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[4] 派遣先でよく使った施設について教えてください。（図書館、学生会館、スポーツ施設等） 

工学館：授業をおこなう教室がある。 

国際館：オリエンテーションなどのイベントを行う。 

ハニャンプラザ：授業終わりによく昼食を食べに行きました。 

 

 

[5] 宿舎（寮やホームステイ）での生活について教えてください。 

部屋：１部屋 ２人で使用 

  様子：部屋は事前にいただいていた資料通りのものでした。ただ、コンセントがかなり雑に設置してあるので非常

にプラグは差し込みにくいです。部屋の掃除と洗濯は、自分達でやる感じなので百均などでグッズを揃えると事前

に持ち物で入れるよりいいと思います。部屋を出た廊下にウォーターサーバーがあるので、飲料水として利用して

いました。シャワーやトイレに行くときは、サンダルがあると便利です。洗濯機は、カードにウォンをチャージする形

で利用できますが、洗濯終わりがたまにびしょびしょになっているときがあるので注意してください。一階のコンビニ

は、資料に書いてある時間より早く開いています。コンビニのおばちゃんはすごい親切なので、ぜひお話してみてく

ださい。 

 

 

[6] 留学中に楽しかったこと、苦労したことを教えてください。 

 楽しかったこと： 

私は授業が一番楽しかったです。理由は、授業で一緒になったクラスメイトの授業への姿勢です。みんな一人一

人年齢も学校も違いましたが、授業の合間でも単語などを確認しあったり、眠くても必死に起きて授業を受けてい

たりと一生懸命な姿勢に、私も勇気づけられるものがあり、先生もとても感情豊かな方でクラス全体の雰囲気がと

ても良く、タイトな授業スケジュールを楽しく過ごすことができました。 

 

 苦労したこと： 

最後の方に少し体調を崩してしまったのですが、薬を飲んでも中々治らずそのまま授業を受けたり、試験を受けた

りしたので苦労しました。 

 

 

[7] 留学の成果について教えてください 

1) 語学力の向上： 

私は学校でも韓国語を履修していましたが、そこで習ったものは正直わかりにくかったので、独学で勉強し

てきました。実際、発音しながら勉強したり、先生が全て韓国語で説明したりするので環境が独学していたとき

と圧倒的に違うので、言葉や話の意味を深く理解することができ語学力が向上したと実感できました。 

 

2) 専門知識の向上： 

専門知識というのは何を指しているのかはわかりませんが、韓国の土地勘や飲食店、交通手段といった生

活する上で必要な知識が、以前旅行で来たときよりも向上したと思います。次は、もっと活動範囲を広げてい

きたいと思います。 

 

3) 自己成長など 

私自身は、かなり引っ込み思案な性格ですが授業や体験活動を経て、少し自信がついて留学以前より前向

きな気持ちが生まれました。それは、親や友達などの色々な人達のおかげでできていることだと改めて認識す

ることにも繋がりました。違う国の言語と文化を少しでも学ぶことでその国の人たちとより話が盛り上がるし、交

流も増えるのでどんなことも貪欲にこれから頑張っていきたいと思います。 
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[8] 来年度に留学を希望する学生へのアドバイスをお願いします！ 

私の経験したものでしか話せませんが、韓国の気候は日本とは少し違います。夏は年々暑さが増し、冬はかな

り厳しいです。そのため、体調管理を怠らないことが重要です。これはどこの国行っても同じことが言えるのではな

いでしょうか。自分の体調が悪い時は、自分が一番わかると思います。そういう時は、無理をしないことが大事です。

あと、薬類を準備し服用してください。行ってからではなく、行く前にも体調管理を怠らないようにしてください。そう

すれば長くても短くても留学をより楽しめると思います。 

あとは後悔をするなとよく言われますが、留学後に「これをやっておけば良かった」と思うことは必ずではありま

せんが、後々出てくる感情だと思います。しかし、その後悔をなるべく少なし、楽しむことはできる筈です。それは自

分の行動次第だと思うので、多くの周りの人たちと関わり楽しんでほしいです。 

 

 

[9] 留学に関する費用の総額について内訳を教えてください。 

 

 
  

項目※詳しく記入して下さい 金額（当時の日本円） 

渡航費（旅行会社に支払った経費） １５万円 

授業料以外の諸経費（教材費・課外活動・保険料等） 約０円（ほぼ大学負担） 

私生活における諸経費（食費・交通費・洗濯費等） ５－６万円 

現地からの奨学金がある場合  

お土産代や個人的な買い物 ５万円 

その他（   ）  

留学に関する費用の総額 約２５万円 
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